
■はじめに

本州のアカマツ林ではマツタケの生態を活用した

林地栽培が行われており，産地化に成功している事

例がみられます1)。これは，マツタケの発生環境を維

持・改善することで，継続的に子実体を収穫する栽

培方法です。また，より積極的に林地へマツタケ菌

を導入する方法も検討されてきました。

その一つが，シロの成長方向にアカマツ苗を植え

て，マツタケ感染苗（＝マツタケ菌根苗；以下，菌

根苗）を得る方法です2) 図1）。この方法で作製され

た菌根苗を移植して6年後にマツタケ子実体が発生し

た事例があります3)。長い間，この広島県での一例だ

けでしたが，2010年代に，韓国でこの手法を用いて

マツタケ子実体の発生に成功したことが報告されま

した4)。

しかし，北海道におけるマツタケ宿主であるハイ

マツ5, 6)，アカエゾマツ5, 7)およびトドマツ 8, 9)等の林

床のシロにおける菌根苗作製に関する事例はこれま

でありませんでした。林産試では，北方系針葉樹で

あるトドマツでもアカマツと同様にシロからマツタ

ケ菌根苗の作製が可能であることを示しました10-12)

（表1）。しかし，試験1Pと2Pで作製した菌根苗を移

植して1年経過後に苗を掘り起こして確認しましたが，

根からマツタケを検出できませんでした12)。この原

因の一つとして，移植場所の土壌環境がマツタケ菌

の生育に適していなかった13)と考えられました。そ

こで，マツタケ発生林分内のシロの無い箇所に菌根

苗を移植して検討することにしました（試験3P）。

■菌根苗の作製と移植

今回の試験3Pでは，前2回の春植栽から秋植栽に変

更しましたが，試験1Pのような枯死などはありませ

んでした。植栽から2年後の2015年10月29日，21本中

3本にシロ様構造が認められました（表1，図2）。

ポットは一度全て埋め戻し，翌10月30日に3本を掘り

上げ同じ林分内でマツタケシロが確認されていない

場所にポットから取り出さない状態で3本を並べ，あ

らかじめ用意したマツタケのシロが形成されやすい

鉱質（B層）土壌14)で覆土し移植しました（図3）。
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トドマツ林の「シロ」からマツタケ菌根苗をつくる（Ⅱ）
北海道産マツタケの林地栽培に向けた取組み

図1 マツタケシロからの菌根苗作出と林地栽培のイメージ

表1 マツタケシロへのトドマツ苗植栽試験の概要

*1 試験1P～3Pはそれぞれ参考文献(10)の試験1～3と同じ
試験1Pおよび試験2Pの詳細については参考文献(12)参照

*2 マツタケ非発生林分については参考文献(13)参照

試験 試験1P
＊1

試験2P
＊1

試験3P
＊1

菌根苗作製 2011年春 2012年春 2013年秋
開始年と本数 16 15 21

菌根苗の
確認と移植

（11本は枯死等で消失）
・2013年秋、3本シロ様構造確認、

（うち2本は菌根形成確認）、

マツタケ非発生林分C1
*2

または同C2
*2
に移植

①2012年秋、3本菌根形成確認、

マツタケ非発生林分C1
*2
に移植

②2013年秋、2本シロ様構造確認、

マツタケ非発生林分C1
*2

または同C2
*2
に移植

・2015年秋、3本シロ様構造確認、
マツタケ発生林分内に移植

移植後の経過
および結果

・2014年夏、菌根苗3本枯死
①2013年秋、3本菌根消滅

②2016年秋、2本菌根消滅

・2016年秋、1本シロ様構造確認
・2017年秋、1本シロ様構造確認
・2019年秋、2本シロ様構造確認
（菌根DNAからマツタケ検出）
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■移植した菌根苗の経過

シロ様構造が認められた菌根苗3本を移植して1年

後（2016年10月21日），ポットを掘り上げて観察し

ました。その結果，1本にシロ様構造が認められま

したが他の2本では認められませんでした。また，

移植2年後（2017年11月2日）も同様に1本のみにシ

ロ様構造が認められました。

移植して4年後（2019年11月5日）にあらためて確

認したところ，2本にシロ様構造が認められました

（図4）。さらに，各菌根苗から菌根サンプルを採

取してDNAを抽出し，PCR検査を行った結果，3本

中シロ様構造が認められた2本からマツタケが検出

されました。

■おわりに

以上のように，マツタケが生育できるトドマツ林

内に移植したトドマツ菌根苗は4年間その菌根を維

持していました。アカマツ林のマツタケシロから作

製した菌根苗を移植した報告では，子実体が発生す

るまでに6～16年を要しています3, 4)。今回示した菌

根苗は，植栽後3度掘り上げました。そのたび，マ

ツタケとトドマツの共生関係が少なからず負の影響

を受けたと推測されますが，何とかこのままシロ様

構造が発達して子実体の発生につながるよう期待し

ています。

自然環境下のシロから菌根苗を作製する本手法で

は，土壌中のシロの動態をより正確に把握する必要

があります。一方，制御可能な室内環境下でアカマ

ツ-マツタケ菌根苗を作製する技術開発も進んでい

ます15, 16)。林産試においても北海道大学と共同で，

アカマツに比べ極端に初期成長が遅い北方系針葉樹

を用いて，室内環境下での菌根苗作製技術開発にも

取り組んでいます17)。
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図2 マツタケシロから感染している様子
a：ポット底面の半分以上が白色の菌糸に覆
われシロ様構造と判断した，b：ポット底面
に接してシロの一部が認められた（2015年10
月29日）

図3 菌根苗移植の様子
左：覆土前，右：覆土後

（斜面に向って撮影，2015年10月30日）

図4 移植して4年後の菌根苗根系の様子
上図の白い部分を拡大すると下図のように白色

の菌糸に覆われた細根が認められた
（2019年11月5日）
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